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東京医科歯科大学における
イノベーションエコシステム形成に向けた取り組み



■知財・産学連携部門の役割

Ａ知財・産学連携関係業務のプロとして対応
Ａ学外ステークホルダーへのプロモーションと契約成就
Ａ大学(執行部・研究者・学生）と同部門の意識合わせ・信頼関係醸成
Ａ大学の持続的な成長を実現する（中長期的視点の）戦略的な取組

ー良質な知財が創出され続ける環境・文化の確立ー
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東京医科歯科大学における
イノベーションエコシステム形成に向けた取り組み

第4回委員会
3. 体制構築 4. 予算・財源確保
5. 大学知財イノベーションエコシステム形成に向けた

インセンティブ設計とガバナンスルール

ー前提ー
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1 大学のビジョンと知財・産学連携部門のミッション

■東京医科歯科大学のビジョン

国際都市東京にある利点を活かし、
医歯学研究領域で世界屈指の
ヘルスケア・サイエンス拠点を形成し
世代を超えて⼈類の「トータル・ヘルスケア」を実現する

新しい医療の
枠組みを創⽣する

新しい
医学的脅威・課題
を克服する

Social I mpact 

■知財・産学連携部門のミッション

① 大学のビジョン実現・大学の成長に資する知財を探索・創出（産学連携）・管理・活用
② ①を推進するために、必要な体制・制度（⼈材育成含）・戦略を策定・実行
③ ①②の実績や取組等について、学内外へ定期的に発信

時間
(世代)

Total Life Course Healthcare

疾患

Total Disease Healthcare

空間
( 地域)

Total Community Healthcare

稀少·難病未知の疾患 一般疾患

予防・未病～健康増進～看取り

国際研究拠点・企業・スタートアップ・社会の結節点たる大学

Common・rare diseaseの診断/治療/予防



学長

理事（産学連携担当）
統合イノベーション推進機構長・オープンイノベーション機構長

副理事＝産学連携研究センター長
（産学官連携・オープンイノベーション担当）

＝統合イノベーション推進機構副機構長

スタートアップ G

産学連携研究センター

リスマネG 法令/契約遵守・COI等

副理事＝医療イノベーション推進センター長
（統合イノベーション担当）

＝統合イノベーション推進機構副機構長

契約 G

医療イノ ベーショ ン
推進センター

臨床研究企画 G

プロトコル作成 G

薬事戦略 G

臨床研究管理 G

モニタリングG

監査 G

理事（研究担当）

URA室

リサーチコアセンター

実験動物センター

⽣命倫理研究センター

若⼿研究者⽀援センター

副理事

統合研究機構事務部

疾患バイオリ ソースセンター

知的財産管理 G

オープンイノ ベーショ ン機構

マーケティングG

プロジェクトマネジメントG
アライアンスG

2023年3月～オープンイノベーションセンター
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2 体制 ①組織 ②予算/財源

✔️ オープンイノベーション機構・産学連携センターの業務グループが案件毎にチームを組んで対応
✔️人材としては、クロアポ・企業の副業制度・業務委託等を活用し、企業・SU・法曹界等の人材を登用
✔️セグメント管理により、産学連携組織のインセンティブが確保され、実績に基づく財源獲得で

体制強化（人材配置）・戦略的投資（イノベーション促進事業の実施)が実現可能

■予算／財源■組織

産学連携セグメント

収入

運営費交付金（出願費用含）

雑収入（特許収入等）

間接経費
治験インセンティブ
補助金収入

事業収入（TIP・受託業務）
支出

人件費

教育研究費
管理的経費（出願費用含）
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2 体制 ③業務の流れと外部プロ人材の活用

知的財産管理フロー

発明相談

ライセンス

発明者と個別相談

特許庁・特許事務所とやり取
りがなされる。

出願直後から、ライセンスに
向けて、営業活動を実施（一
部は外部TLOに委託）

特許権使用許諾・特許権譲渡等
の交渉を行う（有償MTA含）

調査
（特許性評価）

特許出願

マーケティング

発明について、特許性（新規
性、進歩性、市場性）につい
て形式審査を実施。

実質審査：
外部専門家（VC/起業経験
者・元大企業ライセンス担当
者等）の意見等聴取

審査
（出願要否決定）

共同研究ニーズ
の把握

コーディネート

条件提示・交渉

契約決裁

契約管理

共同研究含産学連携契約締結フロー

企業あるいは本学研究者からのニーズを把握
TMDU産学連携コンシェルジュ経由：多。

産学連携ニーズに応じて、最適な産学連携関係
の確立に向けてコーディネート

＊企業からのリクエスト：研究者探し
＊学内からのリクエスト：企業探し

産学連携研究の重複等を防止する目的

本学契約書雛形を相手方へ提示
契約条件について、適宜先方と交渉
＊産学連携メニュー：２０種類以上
＊本学の契約書雛形：４０種類以上

共同研究契約雛形： ８種類
（医薬系・非医薬系・包括連携企業と合意版））

契約条件確定後、契約書決裁等の対応は
研究・産学連携推進機構事務部が対応

契約遵守・コンフリクトチェック等の目的で
研究者別産学連携一覧を作成し、管理

知財

知財

知財

知財

マーケ

アライ
アンス

マーケ

事務

リス
マネ

アライ
アンス

マーケ

コンフリクトチェックリス
マネ

■交渉難航：専門家（弁護士・民間TLO等)へ委託 ■スターPJ /重点研究領域:特別チーム（専属メンバー）での対応

前頁
G名

対応困難案件は速やかに外部リソースを投入・スターPJには戦略的な体制（専属チーム）で対応

契約

契約

知財



②TMDUイノベーションプロモーター教員制度 (2019年度～）
知財創出・産学連携の担い手（若手研究者）を確保・育成するための施策

2020年度実績 応募件数：18件 採択件数：７件

③TMDUイノベーションアイデアコンテスト（2020年度～）
イノベーションニーズやシーズを探し育てるための仕組み；間接経費等を有効活用

④TMDUイノベーションパーク（2021年度～）
医学研究・臨床現場を起点にしたイノベーションコミュニティ
異分野・多職種コラボを誘発するための仕組み
2022年12月末：会員数１82名／メルマガ会員4128名

⑤インセンティブ設計
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3 イノベーションエコシステム形成に向けた戦略的取組
ー良質な知財が創出され続ける環境・文化の確立ー

応募件数：27件 採択件数：6件

②～④の必要経費等は産学連携セグメントから拠出

①イノベーション教育（学部・大学院・ファカルティ）

2021年度実績



8

3-② イノベーションプロモーター制度

■イノベーションプロモーター教員制度
学部等からの選出された若手研究者（准教授以下・原則40代以下）を学長が任命
任期は２年間・プロモーター教員としての活動は人事評価に反映

第一期（2019～2021年度）計25名

医学部 歯学部 生材研 難研
11名 8名 3名 3名

第二期（2022～2023年度）計32名

医学部 歯学部 看護 生材研 難研 他
14名 10名 3名 2名 2名 1名

■制度趣旨
Ａ 若手研究者のイノベーションマインド向上（知財・産学連携の担い手を継続的確保）
Ａ 産学連携支援業務等に（最新研究を知っている）若手研究者を巻き込むことで

質の高い産学連携プロジェクトが増強

https://tmdu-oi.jp/promoter-about/

プロモーター本人の関与案件多い

プロモーター
の関与

産学連携
PJ

新規
出願

2019 28件 7件
2020 50件 8件

2021 42件 12件

■イノベーションプロモーターの主な役割
・学内シーズの把握・産学連携コーディネーション
・イノベーションマインドを高める（研修等を実施）
・学内イノベーションリテラシーの向上（所属部局等の巻き込み）
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３-⑤インセンティブ設計（対学内）

■全学
①民間企業から受け入れた間接経費の配分

（研究者が所属する部局;50%/ 研究者;10%/産学連携;40%)
②特許/マテリアル等に基づく収入の配分

(発明者;40%/発明者が所属する分野;20%/産学連携;20%/本部;20%)
③研究特別手当

外部資金直接経費が1000万円（年度）以上の者に間接経費相当額の3%を支給(上限100万円)
④人事評価（教育・研究・診療・社会貢献・産学連携）に反映

■産学連携セグメント（間接経費等の有効活用）

⑤イノベーションアイデアコンテストによる研究費の助成
起業や産学連携アイデア、知財戦略のためのテーマ等に研究費を助成

⑥スタープロジェクトへ専属イノベーション支援チームや研究支援人材を配置



北陸・東海地方 20機関

九州・沖縄地方 10機関

近畿・四国中国地方 30機関

北海道・東北地方 12機関
★札幌医科大学
★福島県立医科大学
★東北大学
★弘前大学
東北大学病院
旭川医科大学
北海道大学
北見工業大学
岩手大学
岩手医科大学
岩手県立大学
東北医科薬科大学

★宮崎大学
★長崎大学
★熊本大学
★産業医科大学
沖縄科学技術大学院大学
九州大学
鹿児島大学
大分大学
琉球大学
鹿児島大学病院

★関西医科大学
★川崎医科大学
★滋賀医科大学
★山口大学
奈良県立医科大学
香川大学
高知大学
広島大学
大阪大学
神戸大学

鳥取大学
京都大学
徳島大学
同志社大学
大阪医科大学
京都府立医科大学
京都薬科大学
神戸市看護大学
神戸大学医学部附属病院
川崎医療福祉大学

京都高度技術研究所
京都工芸繊維大学
総合地球環境学研究所
大阪工業大学
大阪産業大学
大阪市立大学
兵庫医科大学
和歌山県立医科大学
先端医療振興財団
医療基盤、健康、栄養研究所

★三重大学
★信州大学
★金沢医科大学
★新潟大学
★浜松医科大学
★富山大学
★金沢大学
★藤田医科大学
諏訪東京理科大学
静岡県立大学

長岡技術科学大学
山梨大学
岐阜女子大学
福井大学
北陸先端科学技術大学院大学
名古屋工業大学
名古屋市立大学
名古屋大学
静岡県立静岡がんセンター
愛知県がんセンター研究所

★東京医科歯科大学
★東京大学
★聖マリアンナ医科大学
★日本医科大学
★横浜市立大学
★自治医科大学
★帝京大学
★東京都医学総合研究所
★量子科学技術研究開発機構
★国立精神・神経医療研究センター
★国立がん研究センター
お茶の水女子大学
杏林大学
学校法人北里研究所
北里大学
群馬大学
慶應義塾大学
慶應義塾大学病院
国士舘大学
埼玉医科大学
芝浦工業大学
順天堂大学
上智大学
昭和大学
横浜国立大学
神奈川大学
聖路加国際大学
青山学院大学

千葉工業大学
千葉大学
早稲田大学
大妻女子大学
筑波大学
東京工業大学
東京慈恵会医科大学
東京理科大学
慈恵大学
首都医校
東邦大学
神奈川歯科大学
東洋大学
日本大学
明治大学
明治薬科大学
理化学研究所
物質・材料研究機構
がん研究会
国立高専機構
国立国際医療研究センター
産業技術総合研究所
東京女子医科大学
国際医療福祉大学
東海大学
東京都健康長寿医療センター
東京都立小児総合医療センター
常磐大学

関東地方 56機関

4 広域ネットワークによる産学連携人材の共有
医療系産学連携ネットワーク協議会(medU-net)
■医療系産学連携の機能強化・活性化を通じ医療の発展に取組むネットワーク組織
■医療系産学連携・医療系知財の特殊性・困難性に対応するために形成されたネットワーク
（東京にある医療系総合大 学であるTMDUが企画・運営することは責務と考え、取り組んでいる。)

アカデミア法人会員

31機関

１医療系産学連携に関する有益情報の集約・共有

３産学連携の増強（国際イベント・マッチング等）
２医療系産学連携人材の育成（ケーススタディ等）

４政策提言活動

５研究者への啓発（医療系学会との連携等）

総会員数822人

●設立:2010年6月
●運営（幹事大学）：TMDU

会長：TMDU 学長 田中雄二郎

m
e
d

U

の
５
つ
の
機
能

B機関

D機関

F大学

A大学
契約人材

X

C TLO
知財マーケ
ティング担当

Y

顧問契約
兼業

E大学
知財人材

Z

Bには、医療系に精通した契約専門人材が不在
X:業務を行いながら、Bの契約事務職員に教育

顧問契約

Dには、知財マーケティング担当者が不在
YはDに週２勤務で知財業務を実施

謝金

Fで知財教員が不在
ZはFで知財講義を実施

広域ネットワークので人材共有の例



まとめ として
アカデミアの知を活用し新たな価値創造を担う人材の確保に向けた期待

産

官●制度設計

●人材派遣
●副業制度
●人材育成

学

●人材確保…人事制度改革
（評価・キャリアップ含）

●人材育成
新たな職種

組織の枠を超え、all JAPANで専門人材を確保・活用・育成する
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研究ステージ・ 多様な学問領域の特殊性に適した⽀援

コーディ
ネーション

基礎研究
ステージ

応⽤研究
ステージ

開発研究

ステージ

発明評価

契約交渉 法令遵守 薬事戦略
（医療系）

特許出願

COI管理起業支援

プロジェクト
マネジメント

技術移転

リスク
マネジメント その他

■最先端学術研究や成果・知財に社会的価値付を行うには多様なスキルや経験が必要
■研究領域、産業領域の特殊性を踏まえた対応も求められる
■自前で当該プロフェッショナル集団を配置できる大学はごく少数

大学毎に大きく異なる現状・ニーズに対応した制度設計が期待される
・広域TLOに関連業務を丸ごとアウトソーシングしたい大学 ・特定の業務のみ専門家へ業務委託したい大学
・特定の研究領域の案件だけアウトソーシングしたい大学 などなど



以下参考資料
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3-③TMDUイノベーションアイデアコンテスト(2020-)

１）初期起業検討型
将来の起業や企業連携に繋がる初期検討アイデア
2）特許事業性強化型
申請済特許または発明相談済の案件の内容を発
展させ、将来の起業や企業連携に繋げるための検
討アイデア

2020年度実績
応募件数
アイディア型：27件
採択件数
アイディア型：6件

2021年度実績
応募件数：１８件
採択件数：７件

2022年度実績

⚫産学連携や起業の必要性のあるアイデアを探す仕組み
⚫学内公募をかけ、学内・企業・VC等で審査し、研究費を助成（間接経費を活用）
⚫採択案件については、プロジェクト組成に向けて、ハンズオン支援

⚫非採択案件についても、次の挑戦に向けてフォローアップ

審査体制：OI機構・企業会員・VC等
●共同研究の組成
●起業
●グラント獲得

アイデアを見出すための施策



3-④ TMDU Innovation Park（TIP）

イノベーションギャラリー

技術・試作品等を展示し
新たな価値を生み出す場です。

イノベーションサロン

最新の医療現場の情報が発
信される場です。

コワーキングスペース

医療現場に密接した場所で
作業できます。

TIPオープンラボ

東京医科歯科大学や企業と
共同で研究ができます。

機器シェアリング

最先端機器を活用すること
ができます。

TIP;BBセミナー 毎週水曜開催

毎週水曜日18:15～19:15開催予定
●ライブ配信／オンデマンド配信

第1.3週 TMDU最新研究・臨床動向
第2週 起業マインドセミナー
第4週 研究者・企業のオンサイト交流

Wetラボ(13区画）を
ベンチャー等へ貸し出し
産学共同研究を推進

イノベーション
XRラボ

Wetラボ対応
区画あり

ー御茶ノ水発 TMDU医療・研究現場を起点にしたイノベーションコミュニティー

TMDU
御茶ノ水エリア

三菱地所
大丸有エリア
集積 企業

日本経済新聞1月26日朝刊

青い鳥(BlueBird)を探す場

2021年9月設立

トータル・ヘルスケアイノベーションの創出に向けてオープンイノベーション・大学発べンチャーの増強を目指す

TMDU Innovation Parkのミッション

・TMDUのリソースを企業・ベンチャーへ解放
研究機器・施設・スペース・研究力・臨床力・知見・・・

・異分野コラボレーションを誘発する
多様な業種業界の企業・ベンチャーＡ医療＝医療・ヘルスケアの進化

https://tmdu-tip.jp
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